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日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

理
事
会
だ
よ
り 

９
月
17
日
第
３
回
理
事
会
は
７

人
の
参
加
で
し
た
。 

こ
の
間
、
総
選
挙
で
自
公
政
権
が

終
わ
り
を
つ
げ
、
太
極
拳
合
宿
で
汗

を
流
し
、
岡
山
市
長
選
も
あ
り
ま
し

た
。 情

勢
は
、
核
密
約
、
沖
縄
密
約
が

明
ら
か
に
な
る
な
か

C

Ｏ2

２５
％
マ

イ
ナ
ス
な
る
か
が
注
目
。 

組
織
、
と
し
て
来
年
の
大
会
（
６

月
）
ま
で
に
会
員
１
０
０
０
人
を
増

や
そ
う
と
の
本
部
ニ
ュ
ー
ス
。 

財
政
、
は
未
収
金
が
約
１５
万
円

あ
り
ま
す
。 

秋
の
活
動
い
ろ
い
ろ 

一
、
カ
レ
ン
ダ
ー
が
月
末
に
到
着
し

ま
す
。 

二
、
６０
周
年
記
念
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
８

色
）を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

三
、
９
・
１８
チ
ラ
シ
裏
の
年
表
で
学

習
し
よ
う
。 

四
、
９
月
２６
日
、
帰
国
者
と
楽
し
い

文
化
交
流
会
１４
時
～
福
祉
交
流
プ

ラ
ザ
さ
い
で
ん
。 

五
、
岡
山
市
と
共
催
で
１０
月
３
日
、

日
中
文
化
講
座
・
講
演
会
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。 

「佐
藤
ト
ミ
の
生
涯
」。 

六
、
１０
月
１５
日
「
青
空Ⅱ

い
の
ち
の

山
河
」
岡
山
市
民
会
館
１９
時
、
チ

ケ
ッ
ト
あ
り
ま
す
。 

七
、
１０
月
１８
日
、
兵
庫
か
ら
岡
山

へバ
ス
ツ
ア
ー
。 

八
、
１０
月
３１
日
、
日
中
９
条
の
会

学
習
会
、
岡
西
公
民
館
１４
時
、 

「老
後
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
」
。 

講
師
：
米
田
信
敏
さ
ん
（
協
立
病
院

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
） 

九
、
１１
月
３
日
、
憲
法
の
つ
ど
い
、

（
三
木
記
念
ホ
ー
ル
）
小
川
洋
子
講

演
１
時
３０
分
～
、
チ
ケ
ッ
ト
あ
り
ま

す
。 

十
、
１１
月
２１
日
、
１０
時
～
、
日
本

語
教
室
５
周
年
の
つ
ど
い
（
高
島
公

民
館
） 

 
※
お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
新
聞

発
送
作
業
を
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。

原
則
１
の
日
、
土
日
祭
日
の
場
合
は

順
延
で
す
。  

 
 

 

竹
内
和
夫 

公
演
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
会
は
、
こ
れ
ま
で
「
り
ゅ
う
り

ぇ
ん
れ
ん
物
語
」
（
中
国
人
強
制
連

行
問
題
）
「
あ
の
日 

私
は
」
（
東
安

駅
事
件
の
生
存
者
で
中
国
残
留
日

本
人
孤
児
の
大
谷
さ
ん
が
モ
デ
ル
）

な
ど
を
題
材
に
一
九
四
五
年
の
夏

に
何
が
あ
っ
た
の
か
を
二
〇
年
間
語

り
つ
い
で
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
八
月
九
日
、
ソ
連
侵
攻

後
、
新
京
（
旧
満
州
国
の
首
都
）
か

ら
幼
い
三
人
の
子
ど
も
と
朝
鮮
半

島
を
縦
断
し
た
決
死
の
引
き
揚
げ

体
験
を
も
と
に
書
い
た
藤
原
て
い
さ

ん
の
「
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
」
の

舞
台
化
（
朗
読
だ
け
で
な
く
芝
居

も
）で
し
た
。 

 

私
は
「
藤
原
て
い
」
さ
ん
を
演
じ
た

人
の
迫
真
の
演
技
に
引
き
込
ま
れ

目
を
閉
じ
て
、
六
四
年
ま
え
の
八
月

母
の
背
に
負
わ
れ
て
龍
爪
開
拓
団

か
ら
の
逃
避
行
を
重
ね
合
わ
せ
、
涙

が
出
る
の
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
が
「
こ

の
会
」
を
知
っ
た
の
は
、
中
国
帰
国
者

の
日
本
語
教
室
の
講
師
を
し
て
い
る

赤
井
さ
ん
を
通
じ
て
で
す
。
今
後
も

「
戦
争
体
験
」
を
と
も
に
語
り
つ
い
で

い
る
団
体
と
し
て
、
交
流
を
つ
づ
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

八
月
二
九
日
、
岡
山
県
天
神
山

文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
「
一
九
四
五

年
の
夏
を
語
り
つ
ぐ
会
」
主
催
の
朗

読
劇
「
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
」
の

 

次
に
こ
の
公
演
を
観
た
同
じ
日
本

語
教
室
の
布
下
さ
ん
の
感
想
文
を

紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林
軍
治 

 

知
る
こ
と
を
原
点
に
し
て 

 

友
人
が
出
演
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
こ
十
年
来
「
１
９
４
５
年
の
夏

を
語
り
つ
ぐ
会
」
の
公
演
を
見
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。 

今
年
は
、
藤
原
て
い
さ
ん
が
昭
和

24
年
に
発
表
し
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
つ
た
「
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
」

が
朗
読
劇
に
な
り
、
２
０
０
９
年
・
夏

の
終
わ
り
の
岡
山
に
よ
み
が
え
つ

た
。 

 

こ
の
作
品
は
、
終
戦
目
前
の
満
州

か
ら
、
夫
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
つ
た

作
者
が
、
乳
幼
児
を
含
む
三
人
の

子
を
連
れ
、
お
よ
そ
一
年
を
か
け
て

日
本
へ
と
た
ど
り
つ
く
道
の
り
を
描

い
て
い
る
。
眠
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い

深
夜
の
山
越
え
、
子
の
伝
染
病
感

染
、
そ
し
て
飢
え
。
数
限
り
な
い
生

死
の
分
か
れ
目
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
子
を
死
な
せ
な
い
、
そ
の
一
点

で
ふ
ん
ば
り
抜
く
姿
を
中
心
に
、
極

限
下
の
人
の
心
の
混
乱
が
巧
み
に
描

き
出
さ
れ
た
。 

 

私
の
知
ら
な
い
１
９
４
５
年
は
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
る
。
知
る
こ
と
を
原
点

に
し
て
、
自
身
の
立
ち
位
置
へ
の
思

考
を
深
め
て
い
き
た
い
と
改
め
て
実

感
し
た
。 

布
下 

し
お
り 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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馬小菲さん 南蓮さんに代わって 

「中国残留邦人の支援・相談員」に 

南
蓮
さ
ん
の
東
京
転
勤
に

と
も
な
い
、
岡
山
市
の
「
中
国

残
留
邦
人
の
支
援
・
相
談
員
」

に
馬
小
菲
さ
ん
が
、
８
月
１
日

付
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
の
会
議
で
、
馬
さ
ん
の

担
当
は
、
当
面
大
森
竫
宏
さ

ん
と
伊
藤
美
代
子
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
９
月

14
日
に
大
森
宅
で
２
人
に
会

い
、
担
当
に
な
っ
た
こ
と
を
伝

え
、
今
後
の
連
絡
方
法
、
二

人
の
生
活
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
約
１
時
間
２０
分
、
話
し
合

い
ま
し
た
。 

の
現
状
を
正
し
く
把
握
し
、
要

望
や
意
見
を
市
町
村
の
職
員

に
伝
え
る
こ
と
が
、
重
要
な
役

割
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部

で
、
中
国
帰
国
者
問
題
を
担

当
し
て
い
る
小
生
の
役
割
も
大

切
で
あ
る
と
改
め
て
自
覚
し
て

い
ま
す
。 

小
林
軍
治 

私
も
馬
さ
ん
を
岡
山
市
に

紹
介
し
た
理
事
と
し
て
同
席

し
ま
し
た
。 

中
国
残
留
邦
人
に
対
す
る

新
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
、
１
年
余
り
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
法
が
、
真
に
生
か

さ
れ
る
た
め
に
は
「
支
援
・
相

談
員
」
の
み
な
さ
ん
の
「
中
国

残
留
邦
人
の
歩
ん
で
き
た
人

生
、
抱
い
て
い
る
心
情
」
へ
の
理

解
に
も
と
づ
く
対
応
が
不
可

欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
当

初
か
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
家

庭
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
彼
ら

大森さん 伊藤さん 馬さん 

朗
読
劇
「
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
」 

「
一
九
四
五
年
の
夏
を
語
り
つ
ぐ
会
」
主
催
の 

公
演
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た 



 

『
白
毛
女
』
は
日
中
友
好
協
会

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
字

幕
を
入
れ
る
お
金
が
な
か
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
映
画
の
音
量
を
抑

え
て
同
時
通
訳
を
入
れ
た
ん
で

す
。
白
毛
女
と
い
う
の
は
女
性
が

主
人
公
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
男
の

人
が
日
本
語
で
通
訳
す
る
、
何
と

も
い
え
な
い
変
な
感
じ
の
映
画
だ
っ

た
。
今
、
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、

京
都
大
学
の
竹
内
実
さ
ん
と
か
が

同
時
通
訳
を
や
ら
れ
た
ん
で
す
。 

 

新
し
い
中
国
の
映
画
だ
と
い
う

借
り
て
、
大
西
洋
で
泳
ぎ
、
田
舎

の
道
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
、
キ
ブ
ロ

ン
、
ヴ
ァ
ン
ヌ
、
ラ
ニ
オ
ン
な
ど
を

見
学
。 

八
月
二
一
日
（
金
）
と

二
二
日
（
土
）
は
、
世
界
遺
産
の

モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
で
一
泊

し
、
大
修
道
院
教
会
の
見
学
。

日
々
繰
り
返
さ
れ
る
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
潮
の
干
満
を
体
験
。 

 

こ
れ
ら
以
外
の
日
は
、
リ
ヨ
ン
６

区
に
住
む
娘
達
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

「
心
」
と
公
園
で
遊
ん
だ
り
、
一

人
で
散
歩
、
リ
ヨ
ン
の
町
で
の
買
い

物
な
ど
を
し
て
過
し
ま
し
た
。 

 

前
回
（
七
年
前
）
は
、
娘
の
結
婚

相
手
の
両
親
へ
の
あ
い
さ
つ
を
兼

ね
て
行
き
、
パ
リ
を
中
心
に
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
宮
殿
、
セ
ー
ヌ
河
岸
の

見
学
と
観
光
が
中
心
で
し
た
。

今
回
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
バ
カ
ン
ス
時

期
と
重
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
バ
カ

ン
ス
の
過
し
方
の
一
端
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
号
か

ら
何
回
か
に
分
け
て
報
告
し
ま

す
。 

 

は
じ
め
に 

 

七
月
三
〇
日
に
出
発
し
、
約

一
ケ
月
間
リ
ヨ
ン
を
中
心
に
フ
ラ

ン
ス
に
滞
在
し
、
八
月
二
八
日
に

岡
山
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
フ
ラ
ン
ス
行
き
は
「
地
中

海
で
孫
の
『
心
』
（co

c
o
lo

）
と
泳

ぐ
こ
と
」
が
第
一
の
目
的
で
、
大

よ
そ
次
の
よ
う
な
日
程
と
地
域

で
一
ヵ
月
間
過
し
ま
し
た
。 

 

八
月
一
日
（
土
）
～
八
日
（
土
）

ま
で
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
地
中
海

沿
岸
の
コ
ゴ
ラ
ン
を
拠
点
に
し
て
、

五
日
間
泳
ぎ
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
（
ア

ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
、
サ
ン
・
ト
ロ
ペ
な
ど
）

と
カ
ン
ヌ
を
見
学
。 

 

八
月
一
五
日
（
土
）
～
二
〇
日

（
木
）
ま
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
最
西

端
（
北
西
）
に
位
置
す
る
ブ
ル
タ

ー
ニ
ュ
地
方
の
プ
ロ
ム
ー
ル
に
家
を

国
人
の
女
性
だ
と
皆
思
っ
て
い
ま

し
た
。
演
技
力
も
あ
っ
て
歌
も
上

手
く
て
、
彼
女
が
出
る
映
画
を
作

っ
て
い
た
の
が
満
州
映
画
協
会
で

す
。 で

も
技
術
者
も
監
督
も
皆
日

本
人
な
ん
で
す
ね
。
映
画
現
場
は

す
ご
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
通
訳
が

つ
い
て
、
監
督
も
ス
タ
ッ
フ
も
日
本

人
で
す
か
ら
、
俳
優
だ
け
が
中
国

人
で
、
大
変
な
撮
影
現
場
だ
っ
た

よ
う
で
す
。 

内
田
吐
夢
と
か
木
村
荘
十
二

と
い
う
有
名
な
映
画
監
督
も
、
そ

の
こ
ろ
満
映
に
い
ま
し
た
が
、
彼
ら

は
と
う
と
う
満
州
映
画
が
つ
ぶ
れ

る
ま
で
、
満
州
映
画
協
会
で
は
一

本
も
撮
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
技

術
指
導
と
か
監
督
指
導
な
ど
や
っ

て
い
た
ん
で
す
。 

 

内
戦
争
を
や
っ
て
い
て
や
っ
と
中
華

人
民
共
和
国
が
で
き
て
、
そ
ん
な

国
が
ど
う
し
て
新
し
い
映
画
を
撮

る
事
が
で
き
た
の
か
。 

秘
密
は
技
術
者
に
日
本
人
が

参
加
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
技

術
者
の
前
身
は
何
か
と
い
う
と
、

満
州
映
画
協
会
で
す
。 

満
州
国
が
出
来
て
し
ば
ら
く
す

る
と
満
鉄
と
関
東
軍
と
満
州
国

が
お
金
を
出
し
あ
っ
て
作
っ
た
の

が
、
満
州
映
画
協
会
と
い
う
国
策

映
画
会
社
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
満
州
人
に
見
せ
る
映

画
で
す
か
ら
、
全
部
中
国
語
の
映

画
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
俳

優
が
い
な
く
て
、
２
～
３
年
た
っ
て

そ
こ
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
、
李

香
蘭
で
す
。
李
香
蘭
と
い
う
の
は

当
時
は
中
国
人
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
日
本
語
の
う
ま
い
中

事
で
、
一
杯
の
入
場
者
だ
っ
た
。 

こ
の
映
画
は
税
関
を
な
か
な
か

通
ら
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
が
中

国
を
敵
視
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
中

国
か
ら
入
っ
て
き
た
映
画
だ
か
ら

税
関
を
通
ら
な
い
。 

皆
が
陳
情
し
た
り
し
て
、
集
団

の
力
で
税
関
に
差
し
押
さ
え
ら
れ

た
の
を
取
り
返
し
て
、
日
中
友
好

協
会
を
中
心
に
し
て
上
映
運
動
を

や
っ
た
ら
、
こ
れ
が
本
当
に
一
杯

人
が
来
て
ね
。 

戦
争
が
終
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
国

第
８０
回
日
中
文
化
講
座 

「
い
ま
の
中
国
を
ど
う
見
る
か
ー
映
画
・
漫
画
を
通
し
て
ー
」 

石
子
順
氏 

講
演 

 

③ 
 

 
 

第
８０
回
文
化
講
座
（
０９
・
５
・
１６
）
で
の
石
子
順
さ
ん
の
お
話
を 

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１０
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方

で
す
。 

  

貝吹 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣  

国
連
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
平
等
に
暮
ら
し
て
い
く

権
利
が
あ
る
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

イ
シ
ョ
ン
の
社
会
を
と
「
障
害
者
の

権
利
条
約
」
が
採
択
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
権
侵
害
の
「
障
害
者
の
自

立
支
援
法
違
憲
裁
判
」
の
勝
利
に

向
け
て
足
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ

う
。 11

月

24
日
午
後
２
時
よ
り
第

一
回
の
公
判
が
あ
り
ま
す
。 

是
非
、
傍
聴
を
！ 

稲
葉
泰
子 

北
京
へ
（
５
） 

坪
井
あ
き
子 

肉
な
し
中
華
料
理
の
日
々
の

最
後
に
「
全
聚
徳
」
で
の
北
京
ダ

ッ
ク
食
べ
放
題
が
あ
っ
た
の
は
せ
め

て
も
の
救
い
だ
ろ
う
。 

ガ
イ
ド
の
他
に
、
高
級
カ
メ
ラ

を
持
っ
た
娘
さ
ん
が
つ
い
て
い
た
。

ガ
イ
ド
は
「
ア
ル
バ
イ
ト
に
少
し
私

の
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
す
」

と
紹
介
し
た
が
こ
の
娘
さ
ん
は
全

く
別
の
会
社
の
人
だ
と
思
え
る
。 

集
合
写
真
を
と
っ
て
ハ
ガ
キ
大

の
を
１
枚
８
０
０
円
で
売
る
。
カ

ラ
ー
の
北
京
の
風
景
写
真
が
ち

り
ば
め
ら
れ
た
、
ず
っ
し
り
し
た

ア
ル
バ
ム
様
の
も
の
に
、
家
族
だ
け

の
写
真
を
貼
っ
て
い
く
。
最
後
に

バ
ス
の
中
で
各
家
族
（
ほ
と
ん
ど

二
人
）
に
冊
子
を
渡
す
。
裏
に
小

さ
く
、
５
千
い
く
ら
、
６
千
い
く
ら

と
書
か
れ
た
紙
片
が
貼
っ
て
あ

る
。
こ
の
冊
子
を
ぞ
く
ぞ
く
と
買

う
の
だ
。
「
た
く
さ
ん
写
さ
れ
た

人
は
１
万
円
を
超
え
る
な
あ
」
と

後
ろ
で
声
が
す
る
。 

１
枚
８
０
０
円
！
こ
の
ツ
ア
ー

で
何
万
円
も
手
に
入
れ
る
だ
ろ

う
娘
さ
ん
と
、
胡
同
で
輪
タ
ク
を

こ
い
で
数
百
円
を
稼
い
で
い
る
男

の
人
た
ち
と─

─

格
差
が
生
ま

れ
る
は
ず
だ
わ─

─

と
つ
ぶ
や
く

私
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
づ
く 

久
米
郡
美
咲
町
に
お
住
い
の
清

水
博
さ
ん
が
応
益
負
担
一
割
の
撤

廃
を
求
め
て
国
や
町
を
相
手
に
８

月

25
日
に
岡
山
地
裁
に
提
訴
し

ま
し
た
。
９
月
６
日
に
は
、
原
告
の

清
水
さ
ん
を
支
援
し
て
、
憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
生
き
る
権
利

（
25
条
）
、
個
人
の
尊
厳
（
13
条
）
、

法
の
下
の
平
等
（
14
条
）
を
守
ら
せ

よ
う
、
と
「
障
害
者
自
立
支
援
法

訴
訟
の
勝
利
を
め
ざ
す
岡
山
の

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。 

清
水
さ
ん
は
脳
性
マ
ヒ
の
た
め

に
、
下
半
身
が
不
自
由
で
車
イ
ス

の
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。 

収
入
は
障
害
基
礎
年
金
の
月

額
８
万
２
５
０
８
円
の
み
、
清
水
さ

ん
に
と
っ
て
は
「
足
」
で
あ
る
車
イ
ス

の
補
修
、
修
理
、
購
入
に
以
前
は

無
料
で
あ
っ
た
も
の
に
、
一
割
の
負

担
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。 生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
ヘ
ル

パ
ー
の
報
酬
も
無
料
か
ら
月
額
３

０
０
０
円
の
負
担
、
医
療
費
に
つ
い

て
も
負
担
が
か
か
り
ま
す
。 

清
水
さ
ん
は
生
き
る
こ
と
の
最

低
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
重
い
負
担
が
か

か
る
、
支
援
法
は
「
自
殺
支
援
法
」

だ
と
訴
え
て
い
ま
す
。 

小
林
軍
治
の 

フ
ラ
ン
ス
滞
在
記 

① 

フランスで移動したところ 

障
害
者
の
自
立
支
援
法
の 

違
憲
訴
訟
を
支
援 

 


